
(57)【要約】

【課題】洗剤泡が異常に発生しても、送風加熱経路内の

加熱手段および送風手段への洗剤泡の進入を防止できる

ので、泡浸漬による異臭の発生の防止し、また、加熱手

段および送風手段の信頼性を確保することできるドラム

式洗濯乾燥機を提供する。

【解決手段】本体１内に弾性的に支持され回転ドラム４

を内包する水槽３と、回転ドラム４内から排気した空気

を除湿部２０、ヒータ２４を通して再び回転ドラム４内

に送風する送風ファン２３を内蔵する送風加熱経路１８

とを有し、送風加熱経路１８と循環経路２２との接続部

である接続開口部２５には略動形状の封口部材２６を設

け、この封口部材２６は、送風ファン２３の駆動と連動

して回動することにより、接続開口部２５を開閉するの

で、乾燥時の空気の流れの抵抗になることなく、洗濯時

の泡の侵入を防止することができる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
周 壁 に 多 数 の 透 孔 を 設 け て 円 筒 形 に 形 成 さ れ 水 平 方 向 ま た は 傾 斜 方 向 に 回 転 軸 を 有 す る 回
転 ド ラ ム と 、 本 体 内 に 弾 性 的 に 支 持 さ れ 前 記 回 転 ド ラ ム を 内 包 す る 水 槽 と 、 前 記 回 転 ド ラ
ム 内 か ら 前 記 水 槽 を 介 し て 排 気 さ れ た 空 気 を 除 湿 す る 除 湿 部 と 、 前 記 除 湿 部 と 連 通 し 内 部
に 送 風 手 段 お よ び 加 熱 手 段 を 有 す る 送 風 加 熱 経 路 と 、 前 記 水 槽 を 介 し て 前 記 送 風 加 熱 経 路
と 前 記 回 転 ド ラ ム 内 と を 連 通 す る 循 環 経 路 と を 備 え 、 前 記 送 風 加 熱 経 路 と 前 記 循 環 経 路 と
の 接 続 開 口 部 に は 、 前 記 送 風 手 段 の 駆 動 と 連 動 す る よ う に 回 動 自 在 に 係 止 さ れ た 封 口 部 材
を 設 け た ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 。
【 請 求 項 ２ 】
封 口 部 材 は 、 回 動 軸 を 有 し 、 前 記 回 動 軸 を 境 界 と し て 左 右 の 重 量 バ ラ ン ス を 、 送 風 手 段 が
停 止 時 に は 接 続 開 口 部 を 封 口 し 、 送 風 手 段 が 駆 動 時 に は 回 動 し て 接 続 開 口 部 を 開 口 す る よ
う に 構 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 。
【 請 求 項 ３ 】
封 口 部 材 は 、 回 動 軸 を 有 し 、 接 続 開 口 部 と 前 記 封 口 部 材 と の 回 動 軸 部 の 軸 方 向 の 対 向 面 は
、 互 い に 略 平 面 形 状 と し た 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 。
【 請 求 項 ４ 】
封 口 部 材 は 、 回 動 軸 を 有 し 、 前 記 回 動 軸 を 境 界 と し て 左 右 の 投 影 面 積 を 異 な ら せ た １ ～ ３
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 。
【 請 求 項 ５ 】
封 口 部 材 は 、 回 動 軸 を 有 し 、 前 記 回 動 軸 を 境 界 と し て 左 右 の ど ち ら か 一 方 に 錘 を 配 設 し た
１ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 回 転 軸 が 水 平 も し く は 傾 斜 し た 回 転 ド ラ ム 内 で 洗 濯 、 す す ぎ 、 脱 水 、 乾 燥 の
各 行 程 を 行 う ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の こ の 種 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 は 、 水 及 び 空 気 を 通 過 さ せ る 多 数 の 透 孔 が 周 面 に 形
成 さ れ た 有 底 円 筒 形 の 回 転 ド ラ ム を 水 平 方 向 も し く は 水 平 方 向 か ら 傾 斜 し た 方 向 に し て 水
槽 内 に 配 設 し 、 回 転 ド ラ ム を 回 転 駆 動 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 前 記 水 槽 の 正 面 側 に
は 、 扉 に よ っ て 開 閉 可 能 に 衣 類 出 入 口 が 形 成 さ れ て お り 、 そ の 衣 類 出 入 口 か ら 回 転 ド ラ ム
内 に 洗 濯 物 を 投 入 し て 水 槽 内 へ の 注 水 及 び 排 水 、 回 転 ド ラ ム の 回 転 を 制 御 す る こ と に よ り
洗 濯 、 す す ぎ 、 脱 水 の 各 行 程 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 更 に 、 水 槽 内 の 空 気 を 排 気 し て 除 湿 部 及 び 加 熱 手 段 を 通 し て 再 び 水 槽 内 に 戻 す 循 環 送 風
経 路 を 形 成 す る こ と に よ り 、 回 転 ド ラ ム 内 に 収 容 し た 洗 濯 物 を 乾 燥 さ せ る 乾 燥 行 程 を 行 う
こ と が で き 、 前 記 洗 濯 、 す す ぎ 、 脱 水 の 各 行 程 に 加 え て 乾 燥 行 程 も 可 能 な ド ラ ム 式 洗 濯 乾
燥 機 と な っ て い る 。 使 用 者 は 、 運 転 に 先 立 ち 洗 剤 を 洗 剤 投 入 ケ ー ス に 入 れ 、 必 要 に 応 じ て
操 作 表 示 部 を 操 作 す る こ と に よ り 、 希 望 す る 運 転 内 容 を 設 定 し た り 、 運 転 ス タ ー ト 、 一 時
停 止 を 行 い 、 運 転 の 進 行 状 態 を 認 識 す る こ と が で き る 。 乾 燥 行 程 を 実 施 し た 場 合 に 、 洗 濯
物 の 乾 燥 に 伴 っ て 発 生 す る 糸 屑 等 の リ ン ト 類 は 、 送 風 経 路 に 設 け ら れ た 糸 屑 回 収 装 置 に よ
り 回 収 さ れ 、 送 風 経 路 や 送 風 フ ァ ン 等 に 堆 積 す る こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 で は 、 洗 濯 行 程 を 実 施 し た 場 合 に 、 洗 濯 物 の 撹 拌 に 伴 っ
て 発 生 す る 泡 が 多 量 に 発 生 し な い よ う に 回 転 ド ラ ム の 回 転 数 を 制 御 し た り 、 使 用 で き る 洗
剤 を 指 定 し た り し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ９ ３ ６ ９ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 送 風 加 熱 経 路 の 構 造 で は 、 ド ラ ム 内 と 連 通 す る 送 風 経 路 か ら 回 転
ド ラ ム 内 に 多 量 に 発 生 し た 洗 剤 泡 が 侵 入 し 、 送 風 フ ァ ン や 加 熱 手 段 を 浸 漬 し 、 異 臭 を 発 生
さ せ た り 、 信 頼 性 を 低 下 さ せ た り す る 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 送 風 加 熱 経 路 内 に 内 蔵 さ れ た 加 熱 手 段 お
よ び 送 風 手 段 へ の ド ラ ム 内 か ら の 洗 剤 泡 の 侵 入 に よ る 浸 漬 を 防 止 し て 、 異 臭 の 発 生 の 防 止
し 、 ま た 、 加 熱 手 段 お よ び 送 風 手 段 の 信 頼 性 を 確 保 す る こ と で き る ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 は 、 周 壁 に 多 数 の 透 孔
を 設 け て 円 筒 形 に 形 成 さ れ 水 平 方 向 ま た は 傾 斜 方 向 に 回 転 軸 を 有 す る 回 転 ド ラ ム と 、 本 体
内 に 弾 性 的 に 支 持 さ れ 前 記 回 転 ド ラ ム を 内 包 す る 水 槽 と 、 前 記 回 転 ド ラ ム 内 か ら 前 記 水 槽
を 介 し て 排 気 さ れ た 空 気 を 除 湿 す る 除 湿 部 と 、 前 記 除 湿 部 と 連 通 し 内 部 に 送 風 手 段 お よ び
加 熱 手 段 を 有 す る 送 風 加 熱 経 路 と 、 前 記 水 槽 を 介 し て 前 記 送 風 加 熱 経 路 と 前 記 回 転 ド ラ ム
内 と を 連 通 す る 循 環 経 路 と を 備 え 、 前 記 送 風 加 熱 経 路 と 前 記 循 環 経 路 と の 接 続 開 口 部 に は
、 前 記 送 風 手 段 の 駆 動 と 連 動 す る よ う に 回 動 自 在 に 係 止 さ れ た 封 口 部 材 を 設 け た も の で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ に よ っ て 、 送 風 加 熱 経 路 内 に 内 蔵 さ れ た 加 熱 手 段 お よ び 送 風 手 段 へ の ド ラ ム 内 か ら
の 洗 剤 泡 の 侵 入 に よ る 浸 漬 を 防 止 し て 、 異 臭 の 発 生 の 防 止 し 、 ま た 、 加 熱 手 段 お よ び 送 風
手 段 の 信 頼 性 を 確 保 す る こ と で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 は 、 使 用 者 が 誤 っ て 洗 剤 を 入 れ す ぎ て 、 洗 剤 泡 が 異 常 に 発
生 し て も 、 送 風 加 熱 経 路 内 の 加 熱 手 段 お よ び 送 風 手 段 へ の 洗 剤 泡 の 進 入 を 防 止 で き る の で
、 泡 浸 漬 に よ る 異 臭 の 発 生 の 防 止 し 、 ま た 、 加 熱 手 段 お よ び 送 風 手 段 の 信 頼 性 を 確 保 す る
こ と で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 周 壁 に 多 数 の 透 孔 を 設 け て 円 筒 形 に 形 成 さ れ 水 平 方 向 ま た は 傾 斜 方 向 に
回 転 軸 を 有 す る 回 転 ド ラ ム と 、 本 体 内 に 弾 性 的 に 支 持 さ れ 前 記 回 転 ド ラ ム を 内 包 す る 水 槽
と 、 前 記 回 転 ド ラ ム 内 か ら 前 記 水 槽 を 介 し て 排 気 さ れ た 空 気 を 除 湿 す る 除 湿 部 と 、 前 記 除
湿 部 と 連 通 し 内 部 に 送 風 手 段 お よ び 加 熱 手 段 を 有 す る 送 風 加 熱 経 路 と 、 前 記 水 槽 を 介 し て
前 記 送 風 加 熱 経 路 と 前 記 回 転 ド ラ ム 内 と を 連 通 す る 循 環 経 路 と を 備 え 、 前 記 送 風 加 熱 経 路
と 前 記 循 環 経 路 と の 接 続 開 口 部 に は 、 前 記 送 風 手 段 の 駆 動 と 連 動 す る よ う に 回 動 自 在 に 係
止 さ れ た 封 口 部 材 を 設 け た ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 と す る こ と に よ り 、 使 用 者 が 誤 っ て 洗 剤 を
入 れ す ぎ て 、 洗 剤 泡 が 異 常 に 発 生 し て も 、 送 風 加 熱 経 路 内 の 加 熱 手 段 お よ び 送 風 手 段 へ の
洗 剤 泡 の 進 入 を 防 止 で き る の で 、 泡 浸 漬 に よ る 異 臭 の 発 生 の 防 止 し 、 ま た 、 加 熱 手 段 お よ
び 送 風 手 段 の 信 頼 性 を 確 保 す る こ と で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 に お け る 封 口 部 材 は 、 回 動 軸 を
有 し 、 前 記 回 動 軸 を 境 界 と し て 左 右 の 重 量 バ ラ ン ス を 、 送 風 手 段 が 停 止 時 に は 接 続 開 口 部
を 封 口 し 、 送 風 手 段 が 駆 動 時 に は 回 動 し て 接 続 開 口 部 を 開 口 す る よ う に 構 成 し た こ と に よ
り 、 水 槽 内 に 洗 剤 泡 が 発 生 し た と き に は 、 洗 濯 中 で あ る た め 、 送 風 手 段 は 停 止 状 態 で あ り
、 封 口 部 材 が 接 続 開 口 部 を 封 口 し て お り 、 送 風 加 熱 経 路 内 の 加 熱 手 段 お よ び 送 風 手 段 へ の
洗 剤 泡 の 進 入 を 防 止 で き る の で 、 泡 浸 漬 に よ る 異 臭 の 発 生 の 防 止 し 、 ま た 、 加 熱 手 段 お よ
び 送 風 手 段 の 信 頼 性 を 確 保 す る こ と で き る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 に お け る 封 口 部 材 は
、 回 動 軸 を 有 し 、 前 記 封 口 部 材 と 接 続 開 口 部 の 回 動 軸 部 分 の 軸 方 向 の 当 接 面 は 、 互 い に 平
面 形 状 と し た こ と に よ り 、 封 口 部 材 の 回 動 動 作 を 円 滑 に す る こ と が で き 、 信 頼 性 の 高 い も
の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ ３ の い ず れ か １ つ の 発 明 の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 に お け る 封
口 部 材 は 、 回 動 軸 を 有 し 、 前 記 回 動 軸 を 境 界 と し て 左 右 の 投 影 面 積 を 異 な ら せ た 構 成 に す
る こ と に よ り 、 封 口 部 材 の 回 動 動 作 に よ る 接 続 開 口 部 の 開 閉 を 確 実 に す る こ と が で き 、 信
頼 性 の 高 い も の と で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ ４ の い ず れ か １ つ の ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 に お け る 封 口 部 材
は 、 回 動 軸 を 有 し 、 前 記 回 動 軸 を 境 界 と し て 左 右 の ど ち ら か 一 方 に 錘 を 配 設 し た 構 成 に す
る こ と に よ り 、 封 口 部 材 の 回 動 動 作 に よ る 接 続 開 口 部 の 開 閉 を 確 実 に す る こ と が で き 、 信
頼 性 の 高 い も の と で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の
形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 に つ い て 、 図 １ ～ ４ を 用 い て 説
明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 全 体 斜 視 図 、 図 ２ は 、 同 ド
ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 概 略 断 面 図 、 図 ３ は 、 同 ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 送 風 加 熱 経 路 近 傍 の 要
部 断 面 図 、 図 ４ は 、 同 ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 送 風 加 熱 経 路 の 下 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に お い て 、 ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 本 体 １ 内 に 、 ダ ン パ ー 構 造 ２ 等 に よ っ
て 水 槽 ３ が 宙 吊 り 状 態 に 配 設 さ れ 、 水 槽 ３ 内 に 有 底 円 筒 形 に 形 成 さ れ た 回 転 ド ラ ム ４ が そ
の 回 転 軸 ５ の 軸 心 方 向 を 正 面 側 か ら 背 面 側 に 向 け て 下 向 き に 傾 斜 さ せ て か つ 回 転 自 在 に 配
設 さ れ て い る 。 水 槽 ３ の 正 面 側 に は 回 転 ド ラ ム ４ の 開 口 端 に 通 じ る 衣 類 出 入 口 ６ が 形 成 さ
れ 、 本 体 １ の 前 面 を 構 成 す る 前 部 枠 体 ７ の 前 部 に 形 成 さ れ た 上 向 き 傾 斜 面 に 設 け ら れ た 開
口 部 ８ を 開 閉 す る 扉 ９ を 開 く こ と に よ り 、 衣 類 出 入 口 ６ を 通 じ て 回 転 ド ラ ム ４ 内 に 洗 濯 物
を 出 し 入 れ す る こ と が で き る 。 扉 ９ が 上 向 き 傾 斜 面 に 設 け ら れ て い る た め 、 洗 濯 物 を 出 し
入 れ す る 作 業 は 腰 を 屈 め る こ と な く 実 施 で き 、 一 般 に は 横 向 き に あ る 開 口 部 ８ か ら 洗 濯 物
を 出 し 入 れ す る ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 作 業 性 の 悪 さ が 改 善 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 回 転 ド ラ ム ４ の 周 面 に 水 槽 ３ 内 に 通 じ る 多 数 の 透 孔 １ ０ が 形 成 さ れ 、 内 周 面 の 複 数 位 置
に 撹 拌 突 起 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 回 転 ド ラ ム ４ は 水 槽 ３ の 背 面 側 に 取 り 付 け ら れ た
モ ー タ １ ２ に よ っ て 正 転 及 び 逆 転 方 向 に 回 転 駆 動 さ れ る 。 ま た 、 水 槽 ３ に は 、 注 水 管 路 （
図 示 せ ず ） お よ び 排 水 管 路 １ ３ が 配 管 接 続 さ れ 、 注 水 弁 １ ４ お よ び 排 水 弁 １ ５ の 制 御 に よ
っ て 水 槽 ３ 内 へ の 注 水 お よ び 排 水 が な さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 部 枠 体 ７ の 上 部 中 央 に は 、 操 作 表 示 部 １ ６ が 配 置 さ れ 、 使 用 者 は 、 必 要 に 応 じ て 操 作
表 示 部 １ ６ を 操 作 す る こ と に よ り 、 希 望 す る 運 転 内 容 を 設 定 し た り 、 運 転 ス タ ー ト 、 一 時
停 止 を 行 い 、 運 転 の 進 行 状 態 を 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 に は 、 回 転 ド ラ ム ４ 内 に 収 容 し
た 洗 濯 物 を 乾 燥 す る 機 能 が 設 け ら れ て お り 、 水 槽 ３ 内 の 空 気 を 排 気 し て 除 湿 し 、 加 熱 さ れ
て 乾 燥 し た 温 風 に し て 再 び 水 槽 ３ 内 に 送 風 す る 循 環 送 風 経 路 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 循 環 送 風 経 路 １ ７ は 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 送 風 加 熱 経 路 １ ８ を 有 し 、 入 り 口
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側 を 熱 交 換 板 １ ９ を 配 設 し た 除 湿 部 ２ ０ と 出 口 側 を 水 槽 ３ の 後 面 に 設 け ら れ た 温 風 供 給 口
２ １ に 接 続 す る 循 環 経 路 ２ ２ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。 送 風 加 熱 経 路 １ ８ に は 、 送 風 フ ァ
ン （ 送 風 手 段 ） ２ ３ と ヒ ー タ （ 加 熱 手 段 ） ２ ４ と が 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 体 １ の 前 面 に は 洗 剤 投 入 ケ ー ス ２ ８ が 設 け ら れ 、 水 槽 ３ 内 に は 、 乾 燥 時 の 循 環 風 路 を
形 成 し 、 除 湿 部 ２ ０ と 連 通 す る 排 気 口 ２ ９ が 設 け ら れ て い る 。 水 槽 ３ の 上 部 に は 、 循 環 送
風 経 路 １ ７ と 除 湿 部 ２ ０ と を 接 続 す る 第 １ の 接 続 ホ ー ス ３ １ が 設 け ら れ 、 循 環 送 風 経 路 １
７ の 入 口 に は 、 糸 屑 回 収 装 置 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。 循 環 送 風 経 路 １ ７ の 出 口 側 に は 、 温
風 供 給 口 ２ １ と 連 通 す る 循 環 経 路 ２ ２ と 接 続 す る た め に 第 ２ の 接 続 ホ ー ス ３ ３ が 設 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 送 風 加 熱 経 路 １ ８ と 循 環 経 路 ２ ２ と の 接 続 開 口 部 ２ ５ に は 、 接 続 開 口 部 ２ ５ と 略 同 形 状
の 封 口 部 材 ２ ６ が 回 動 自 在 に 回 動 軸 ２ ７ を 介 し て 係 止 さ れ て い る 。 封 口 部 材 ２ ６ は 、 送 風
フ ァ ン ２ ３ が 停 止 し て い る 状 態 で は 封 口 部 材 ２ ６ が 接 続 開 口 部 ２ ５ を 閉 塞 す る よ う に 位 置
し 、 送 風 フ ァ ン ２ ３ が 回 転 し て い る 状 態 で は 、 そ の 送 風 フ ァ ン ２ ３ の 風 圧 に よ り 封 口 部 材
２ ６ が 回 動 軸 ２ ７ を 中 心 と し て 回 動 し 、 接 続 開 口 部 ２ ５ を 開 放 す る よ う に 、 回 動 軸 ２ ７ を
境 界 と し た 左 右 の 重 量 バ ラ ン ス と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 封 口 部 材 ２ ６ は 、 送 風 加 熱 経 路 １ ８ を 下 面
側 か ら 見 た と き に 回 動 軸 ２ ７ を 境 界 と し て 、 右 側 即 ち 送 風 フ ァ ン ２ ３ に よ る 風 の 流 れ 方 向
の 下 流 側 で 接 続 開 口 部 ２ ５ を 開 放 す る 側 に 駆 動 す る 側 で あ る Ａ 部 分 の 投 影 面 積 Ｓ ａ は 、 そ
の 反 対 側 で あ る Ｂ 部 分 の 投 影 面 積 Ｓ ｂ よ り 大 き く な る （ Ｓ ａ ＞ Ｓ ｂ ） よ う に 形 成 し て お り
、 Ｂ 部 分 の 下 側 面 上 に は 、 Ａ 部 分 の 重 量 Ｗ ａ よ り Ｂ 部 分 の 重 量 Ｗ ｂ が 重 く な る （ Ｗ ｂ ＞ Ｗ
ａ ） よ う に 錘 ３ ５ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 送 風 フ ァ ン ２ ３ が 停 止 し て い る 場 合 は 、 Ａ 部 分 の 重 量 Ｗ ａ よ り Ｂ 部 分
の 重 量 Ｗ ｂ が 重 い の で 、 封 口 部 材 ２ ６ が 接 続 開 口 部 ２ ５ を 閉 塞 す る 状 態 と な る 。 一 方 、 送
風 フ ァ ン ２ ３ が 回 転 駆 動 し て い る 場 合 は 、 Ａ 部 分 の 投 影 面 積 Ｓ ａ が Ｂ 部 分 の 投 影 面 積 Ｓ ｂ
よ り 大 き い の で 、 送 風 フ ァ ン ２ ３ の 風 圧 に よ っ て 、 Ａ 側 に 作 用 す る 押 圧 力 Ｐ ａ が 、 Ｂ 側 に
作 用 す る 押 圧 力 Ｐ ｂ に 対 し 大 き く な る （ Ｐ ａ ＞ Ｐ ｂ ） の で 、 封 口 部 材 ２ ６ は 、 破 線 矢 印 の
よ う に 、 接 続 開 口 部 ２ ５ を 開 放 す る 側 に 回 動 す る 。 ま た 、 Ａ 部 分 が 風 の 流 れ 方 向 の 下 流 側
に あ り 、 Ｂ 部 分 が 風 の 流 れ 方 向 の 上 流 側 に あ る の で 、 封 口 部 材 ２ ６ が 開 い た 状 態 に あ る と
き 、 風 の 流 れ が 、 Ａ 部 分 の 上 側 面 を 押 す と と も に 、 Ｂ 部 分 の 下 側 面 を も 押 し て 開 く 状 態 に
維 持 す る こ と に よ り 、 接 続 開 口 部 ２ ５ の 全 面 を 使 っ て 風 が 流 れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 封 口 部 材 ２ ６ の 回 動 軸 ２ ７ の 軸 方 向 の 端 面 ３ ６ は 、 略 平 面 形
状 と し 、 そ の 端 面 ３ ６ に 対 向 す る 接 続 開 口 部 ２ ５ 側 の 対 向 面 ３ ７ も 略 平 面 形 状 と し 、 対 向
す る 面 同 士 が 互 い に 略 平 面 形 状 と な る よ う に し て い る 。 こ れ に よ り 、 送 風 フ ァ ン ２ ３ の 風
圧 に よ る 封 口 部 材 ２ ６ の 回 動 動 作 時 に 平 面 同 士 で 接 触 す る た め 、 回 動 動 作 は 円 滑 に 行 わ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 動 作 及 び 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 扉 ９ を 開 い て 回 転 ド ラ ム ４ 内 に 洗 濯 物 を 投 入 し て 運 転 を 開 始 さ せ る と 、 注 水 弁 １ ４ が 開
き 、 洗 剤 投 入 ケ ー ス ２ ８ 内 に 水 が 注 水 さ れ 、 そ の 中 に 投 入 さ れ て い た 洗 剤 を 流 し な が ら 、
注 水 管 路 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 、 水 槽 ３ 内 に 所 定 量 の 注 水 が な さ れ 、 モ ー タ １ ２ に よ り 回
転 ド ラ ム ４ が 回 転 駆 動 さ れ て 洗 濯 行 程 が 開 始 さ れ る 。 洗 濯 行 程 の 洗 濯 物 は 、 回 転 ド ラ ム ４
の 回 転 に よ り 、 撹 拌 突 起 １ １ に よ っ て 回 転 方 向 に 持 ち 上 げ ら れ 落 下 す る 撹 拌 動 作 が 繰 り 返
さ れ 、 い わ ゆ る 叩 き 洗 い の 作 用 が 及 ん で 洗 濯 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 こ の と き 、 洗 剤 量 が 著 し く 多 量 に 投 入 さ れ て い た り 洗 剤 の 種 類 に よ っ て は 、 回 転 ド ラ ム
４ の 撹 拌 突 起 １ １ に よ る 回 転 方 向 に 持 ち 上 げ ら れ 落 下 す る 洗 濯 物 の 撹 拌 動 作 の 繰 り 返 し に
よ る 泡 立 ち が 多 量 と な っ て し ま う 場 合 が あ り 、 こ の 泡 は 、 水 槽 ３ の 後 面 に 設 け ら れ た 温 風
供 給 口 ２ １ か ら 循 環 経 路 ２ ２ を 経 て 送 風 加 熱 経 路 １ ８ 内 に 流 入 し 、 ヒ ー タ ２ ４ や 送 風 フ ァ
ン ２ ３ の 駆 動 部 ２ ３ ａ に 付 着 し 、 腐 食 さ せ た り 絶 縁 性 能 を 劣 化 さ せ た り す る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 し か し な が ら 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 洗 濯 行 程 中 に お い て は 、 送 風 加 熱 経 路 １ ８ の 循 環 経
路 ２ ２ と の 接 続 部 で あ る 接 続 開 口 部 ２ ５ に 封 口 部 材 ２ ６ を 設 け て お り 、 こ の と き 送 風 フ ァ
ン ２ ３ は 停 止 し た 状 態 で あ る の で 、 封 口 部 材 ２ ６ は 接 続 開 口 部 ２ ５ を 閉 塞 す る よ う に 位 置
し て い る 。 こ れ に よ り 、 封 口 部 材 ２ ６ と 接 続 開 口 部 ２ ５ と の 間 は 、 ほ と ん ど 隙 間 の な い 状
態 と な っ て い る の で 、 洗 剤 泡 の 侵 入 を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ の 後 、 後 述 す る 乾 燥 行 程
で 、 ヒ ー タ ２ ４ に 通 電 さ れ 加 熱 さ れ る 際 に 、 ヒ ー タ ２ ４ に 洗 剤 泡 等 の 付 着 が な い た め 、 異
臭 の 発 生 が な く 、 安 心 し 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ヒ ー タ ２ ４ や 送 風 フ ァ ン ２ ３ の 駆
動 部 ２ ３ ａ が 腐 食 し た り 、 そ の 絶 縁 性 能 が 劣 化 し た り す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 所 要 の 洗 濯 時 間 の 後 、 排 水 弁 １ ５ が 開 き 、 汚 れ た 洗 濯 液 は 排 水 管 路 １ ３ か ら 排 出
さ れ 、 回 転 ド ラ ム ４ を 高 速 回 転 さ せ る 脱 水 動 作 に よ り 洗 濯 物 に 含 ま れ た 洗 濯 液 を 脱 水 し 、
そ の 後 、 水 槽 ３ 内 に 注 水 管 路 （ 図 示 せ ず ） か ら 注 水 さ れ 、 す す ぎ 行 程 が 実 施 さ れ る 。 こ の
す す ぎ 行 程 に お い て も 、 洗 濯 物 に は 回 転 ド ラ ム ４ の 回 転 に よ り 、 撹 拌 突 起 １ １ で 持 ち 上 げ
ら れ て 落 下 す る 撹 拌 動 作 が 繰 り 返 さ れ て す す ぎ 洗 い が 実 施 さ れ る 。 す す ぎ 行 程 が 終 了 す る
と 、 回 転 ド ラ ム ４ を 高 速 回 転 さ せ て 脱 水 す る 脱 水 行 程 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 の 脱 水 行 程 が 終 了 す る と 、 乾 燥 行 程 に 移 行 す る 。 乾 燥 行 程 に お い て は 、 回 転 ド ラ ム
４ を 所 定 回 転 数 で 回 転 駆 動 し 、 撹 拌 突 起 １ １ に よ っ て 洗 濯 物 を 回 転 方 向 に 持 ち 上 げ て 落 下
さ せ る 撹 拌 動 作 が 繰 り 返 さ れ る と と も に 、 以 下 の 手 順 に よ っ て 、 内 部 の 空 気 を 除 湿 お よ び
加 熱 を 行 い 、 洗 濯 物 を 乾 燥 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 す な わ ち 、 循 環 送 風 経 路 １ ７ 内 に 配 設 さ れ た 送 風 加 熱 経 路 １ ８ 内 に 設 け ら れ た 送 風 フ ァ
ン ２ ３ を 回 転 駆 動 す る こ と に よ り 、 封 口 部 材 ２ ６ が 送 風 フ ァ ン ２ ３ の 風 圧 に よ り 回 動 し て
接 続 開 口 部 ２ ５ を 開 放 状 態 と な る 。 循 環 送 風 経 路 １ ７ に は 空 気 の 流 れ が 発 生 し 、 洗 濯 物 を
収 容 し た 回 転 ド ラ ム ４ 内 の 湿 っ た 空 気 は 透 孔 １ ０ を 通 じ て 、 水 槽 ３ 内 に 入 り 、 水 槽 ３ の 排
気 口 ２ ９ か ら 除 湿 部 ２ ０ に 排 気 さ れ る 。 除 湿 部 ２ ０ に は 、 注 水 弁 １ ４ か ら 供 給 さ れ る 水 の
噴 霧 等 に よ り 冷 却 さ れ た 熱 交 換 板 １ ９ が 配 設 さ れ 、 水 槽 ３ 内 か ら 排 気 さ れ た 湿 っ た 空 気 は
、 熱 交 換 板 １ ９ 上 を 通 過 す る 間 に 冷 却 さ れ 水 分 が 結 露 し て 除 湿 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 除 湿 さ れ た 空 気 は 、 第 １ の 接 続 ホ ー ス ３ １ を 通 り 、 糸 屑 回 収 装 置 ３ ２ を 通 過 し て 乾 燥 運
転 中 に 発 生 し た 糸 屑 等 の リ ン ト 類 が 除 去 さ れ た 後 、 送 風 加 熱 経 路 １ ８ に 入 り 、 さ ら に 、 ヒ
ー タ ２ ４ で 加 熱 さ れ 乾 い た 温 風 と な っ て 、 第 ２ の 接 続 ホ ー ス ３ ３ を 通 っ た 後 、 温 風 供 給 口
３ ４ か ら 水 槽 ３ に 送 り 込 ま れ 、 そ の 後 、 回 転 ド ラ ム ４ 内 へ 循 環 供 給 さ れ る 。 こ の 空 気 の 循
環 が 所 要 時 間 繰 り 返 さ れ 、 洗 濯 物 に 含 ま れ た 水 分 が 徐 々 に 奪 わ れ て 乾 燥 が 進 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の ド ラ ム 式 洗 濯 機 は 、 封 口 部 材 ２ ６ が 、 送 風 フ ァ ン ２ ３ の
駆 動 と 連 動 し て 回 動 す る こ と に よ り 、 接 続 開 口 部 ２ ５ を 開 閉 す る の で 、 封 口 部 材 ２ ６ は 、
乾 燥 行 程 時 に お い て は 空 気 の 流 れ の 抵 抗 に な る こ と な く 、 ま た 、 洗 濯 行 程 時 に お い て は 送
風 加 熱 経 路 １ ８ 内 へ の 洗 剤 泡 の 侵 入 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 は 、 使 用 者 が 誤 っ て 洗 剤 を 入 れ す ぎ
て 、 洗 剤 泡 が 異 常 に 発 生 し て も 、 送 風 加 熱 経 路 内 の 加 熱 手 段 お よ び 送 風 手 段 へ の 洗 剤 泡 の
進 入 を 防 止 で き る の で 、 泡 浸 漬 に よ る 異 臭 の 発 生 の 防 止 し 、 ま た 、 加 熱 手 段 お よ び 送 風 手
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段 の 信 頼 性 を 確 保 す る こ と で き る の で 、 洗 剤 の 浸 漬 と 信 頼 性 を 要 す る 部 品 を 搭 載 し た 各 種
機 器 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 全 体 斜 視 図
【 図 ２ 】 同 ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 概 略 断 面 図
【 図 ３ 】 同 ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 送 風 加 熱 経 路 近 傍 の 要 部 断 面 図
【 図 ４ 】 同 ド ラ ム 式 洗 濯 乾 燥 機 の 送 風 加 熱 経 路 の 下 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ 　 本 体
　 ３ 　 水 槽
　 ４ 　 回 転 ド ラ ム
　 ５ 　 回 転 軸
　 １ ０ 　 透 孔
　 １ ８ 　 送 風 加 熱 経 路
　 ２ ０ 　 除 湿 部
　 ２ ２ 　 循 環 経 路
　 ２ ３ 　 送 風 フ ァ ン （ 送 風 手 段 ）
　 ２ ４ 　 ヒ ー タ （ 加 熱 手 段 ）
　 ２ ５ 　 接 続 開 口 部
　 ２ ６ 　 封 口 部 材
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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